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AI 

和
歌
の
文
学
的
特
徴
分
析

　

―
―Dice

係
数
に
よ
る
類
似
和
歌
検
索
方
法
の
導
入
を
合
わ
せ
て
―
―

武　

石　

悠　

霞
、
金　

中

要　

旨

　

デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
進
歩
に
伴
い
、
人
工
智
能
（A

I

）
に
よ
る
詩
歌
の
創
作
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
著
者
の
研
究
チ
ー

ム
は
最
近
深
層
学
習
に
よ
る
和
歌
生
成
モ
デ
ル
「
和
歌V

T

」
を
提
案
し
た
。
「
和
歌V

T

」
は
条
件
付
き
変
分
オ
ー
ト
エ
ン
コ
ー
ダ
ー
と
自
己
注
意

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
指
定
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
質
の
高
い
和
歌
を
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
文
で
はD

i
c
e

係
数
に

よ
る
類
似
和
歌
の
検
索
方
法
を
提
案
し
、
「
和
歌V

T
」
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
３
首
のA

I

和
歌
を
例
に
挙
げ
、
人
間
和
歌
と
の
比
較
の

観
点
か
ら
分
析
を
行
っ
た
。D

i
c
e

係
数
を
計
算
す
る
こ
の
検
索
方
法
で
類
似
和
歌
を
客
観
的
に
順
位
付
け
し
、
膨
大
な
和
歌
デ
ー
タ
か
ら
最
も

目
標
和
歌
と
近
い
和
歌
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
和
歌
検
索
方
法
は
研
究
者
が
和
歌
を
検
索
す
る
上
で
の
参
考
の
一
つ
と
し
て
提
示
す

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
同
方
法
に
よ
っ
て
、
和
歌
生
成
モ
デ
ル
「
和
歌V

T

」
が
創
作
し
たA

I

和
歌
と
類
似
す
る
人
間
和
歌
を
選

び
出
し
、
そ
の
文
法
や
語
彙
の
組
み
合
わ
せ
を
比
較
し
、A

I

和
歌
の
特
徴
と
独
創
性
を
分
析
し
た
。
分
析
結
果
に
よ
り
、
「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
は

人
間
和
歌
の
主
題
、
文
法
、
句
の
構
造
、
及
び
用
語
を
正
確
に
マ
ス
タ
ー
し
、
独
創
的
な
単
語
の
組
み
合
わ
せ
方
に
よ
り
斬
新
的
な
和
歌
を
生
成

で
き
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
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一
、
人
工
智
能
に
よ
る
和
歌
生
成
の
概
述

　

近
年
、
人
工
智
能
（A

I

）
に
よ
る
詩
歌
の
生
成
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
で
注
目
を
集
め
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に

よ
っ
て
詩
歌
を
生
成
す
る
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
リ
カ
レ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(R
N

N
)

と
敵
対
的
生
成
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(G

A
N

)

の
言
語
モ
デ
ル
を
用
い
て
、
俳
句
の
生
成
方
法

（
１
）

が
研
究
さ
れ
て
き
た
。
俳
句
に
比
べ
、
和

歌
を
生
成
す
る
こ
と
は
よ
り
難
易
度
が
高
く
、
関
連
す
る
研
究
も
少
な
い
。
要
因
と
し
て
は
、
和
歌
は
俳
句
よ
り
も
時
代
が
古
く
、
使
わ

れ
て
い
る
言
葉
が
古
語
に
近
く
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
用
い
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ
が
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
和
歌
の
多

く
の
デ
ー
タ
は
濁
点
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
デ
ー
タ
の
プ
レ
処
理
で
濁
点
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
俳
句
が
十
七
音
し
か
な
い

の
に
対
し
、
和
歌
は
十
七
音
の
上
の
句
と
、
十
四
音
の
下
の
句
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
上
の
句
と
下
の
句
の
間
で
関
連
性
を
持
つ
必
要
が

あ
り
、
か
つ
そ
の
主
題
も
季
節
、
生
活
、
恋
な
ど
多
肢
に
渡
る
。M

asad
a

な
ど
の
研
究
で
は
近
代
作
品
を
主
と
す
る
短
歌
を
主
題
と
し
、

R
N

N

生
成
序
列
に
基
づ
い
て
短
歌
を
評
価
す
る
方
法
を
提
案
し
た

（
２
）

。
こ
の
方
法
で
はL

D
A

 (L
aten

t D
irich

let A
llo

catio
n
)

に
よ
っ
て
生

成
し
た
短
歌
を
評
価
し
、
純
粋
なR

N
N

方
法
に
比
べ
生
成
し
た
和
歌
の
質
は
高
ま
っ
た
が
、
こ
の
方
法
で
は
和
歌
デ
ー
タ
に
対
し
て
濁

点
付
け
な
ど
の
プ
レ
処
理
は
行
っ
て
い
な
い
。
中
辻
真
な
ど
はL

S
T

M

時
間
列
の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
方
法
で
開
発
し
たA

I

短
歌
生

成
器
「
恋
す
るA

I

歌
（

３

）人
」
は
、
人
工
に
よ
り
第
一
句
を
入
力
し
、
第
一
句
に
基
づ
い
て
第
二
か
ら
第
五
句
ま
で
が
順
番
に
生
成
さ
れ
る

仕
組
み
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
近
代
女
性
歌
人
、
与
謝
野
晶
子
、
岡
本
か
の
子
、
柳
原
白
蓮
、
九
条
武
子
、
原
阿
佐
緒
ら

五
者
の
作
品
で
あ
る
。
故
に
こ
の
生
成
器
で
生
成
し
た
作
品
は
近
現
代
の
短
歌
で
あ
り
、
古
典
の
和
歌
と
は
異
な
る
。
和
歌
の
自
動
生
成

方
法
の
研
究
に
よ
っ
て
、
様
々
な
言
語
や
文
体
に
お
け
る
自
然
言
語
生
成
シ
ス
テ
ム
の
潜
在
的
な
創
作
力
を
発
掘
し
、
文
学
の
創
作
に
役

立
つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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以
下
に
お
い
て
ま
ず
本
論
文
に
関
連
す
る
我
々
西
安
交
通
大
学A

I

詩
歌
生
成
研
究
チ
ー
ム
の
前
期
研
究
の
結

（

４

）果
、
和
歌
生
成
モ
デ
ル
、

和
歌
デ
ー
タ
の
プ
レ
処
理
、A

I

和
歌
及
び
そ
の
人
工
評
価
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

一
ー
一
、
和
歌
生
成
モ
デ
ル
「
和
歌V

T

」

　

デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
和
歌
の
生
成
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
に
は
、
和
歌
の
形
式
、
言
語
の
正
確
さ
、
独
創
性
、
多
様
性
な
ど

の
問
題
を
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。
形
式
に
お
い
て
は
、
五
七
五
七
七
の
音
数
を
満
た
し
、
か
つ
上
の
句
と
下
の
句
の
間
の
関
連
性
が

不
可
欠
で
あ
る
。
言
語
の
正
確
さ
に
お
い
て
は
、
文
法
的
に
正
し
く
、
か
つ
意
味
が
通
る
句
を
創
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
創
性

に
お
い
て
は
、
独
自
な
和
歌
を
生
成
し
、
学
習
デ
ー
タ
と
同
じ
系
列
を
生
成
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
和
歌
デ
ー
タ
か
ら
の
盗
作
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。
多
様
性
に
お
い
て
は
、
異
な
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
た
際
に
は
生
成
さ
れ
る
和
歌
内
容
も
異
な
る
べ
き
で
あ
り
、
同
じ

内
容
の
重
複
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
に
、
我
々
は
シ
ー
ケ
ン
シ
ャ
ル
変
分
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
の
和
歌
生
成
モ
デ
ル
「
和
歌V

T

」
を
提

案
し
た
。
「
和
歌V

T

」
は
条
件
付
き
変
分
オ
ー
ト
エ
ン
コ
ー
ダ
ー
と
自
己
注
意
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、
指
定
さ
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド

に
よ
っ
て
質
の
高
い
和
歌
を
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
和
歌
生
成
モ
デ
ル
の
性
能
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

A
I

和
歌
の
独
創
性
と
多
様
性
を
図
る
た
め
、
隠
れ
た
変
数
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
和
歌
デ
ー
タ
の
単
語
の
変
動
性
に
対
し
て
モ
デ
リ

ン
グ
す
る
。
更
に
、
和
歌
に
使
わ
れ
る
言
語
の
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
な
特
徴
を
表
す
た
め
、
マ
ル
チ
レ
ベ
ル
融
合
自
己
注
意
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
用

い
て
、
生
成
さ
れ
たA

I

和
歌
が
優
れ
た
流
暢
さ
、
関
連
性
、
お
よ
び
意
味
を
備
え
る
よ
う
に
す
る
。
我
々
は
、
こ
のA

I

を
平
安
時
代
の

貴
族
歌
人
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
「
中
太

（

５

）郎
」
と
名
づ
け
た
。
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一
ー
二
、
和
歌
デ
ー
タ
の
プ
レ
処
理
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

　

我
々
は
大
型
の
和
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
６
）

を
構
築
し
、
八
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
ま
で
の
和
歌2

0
7
5
2
8

首
が
収
録
さ
れ
、
『
万
葉
集
』
、

二
十
一
代
集
及
び
多
く
の
私
家
集
や
歌
合
な
ど
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
重
複
和
歌
や
、
少
数
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
表
記
の
和
歌
を
取
り
除
い
た
。
和
歌
デ
ー
タ
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
形
式
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
て
、
濁
音
の
文
字
に
は
濁
点
は
つ

い
て
お
ら
ず
、
一
句
の
中
で
は
単
語
分
け
も
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
語
句
を
認
識
で
き
ず
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
学
習
デ
ー
タ
と
し
て
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
我
々
は
二
万
首
の
濁
点
付
き
和
歌
デ
ー
タ
を
用
い

て
、
条
件
付
き
確
率
場
に
基
づ
く
シ
ー
ケ
ン
ス
ラ
ベ
リ
ン
グ
モ
デ
ル

（
７
）

を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
こ
の
モ
デ
ル
を
用
い

て
日
文
研
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
す
べ
て
の
和
歌
デ
ー
タ
に
濁
点
を
付
け
、
更
に
日
本
国
立
国
語
研
究
所
の
形
態
素
解
析
ツ
ー
ル
ウ
ェ
ブ
茶

ま
（

８

）め
を
用
い
て
日
文
研
和
歌
デ
ー
タ
の
単
語
分
け
処
理
を
行
い
、1

7
1
8
0
1

首
の
濁
点
付
き
で
単
語
分
け
さ
れ
た
和
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
た
。

一
ー
三
、A

I

和
歌
と
そ
の
評
価

　

モ
デ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
段
階
で
は
、
プ
レ
処
理
さ
れ
た
和
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使
っ
て
和
歌
生
成
モ
デ
ル
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。

和
歌
生
成
の
段
階
で
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た
モ
デ
ル
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む
和
歌
が
生
成
さ
れ
る
。
「
和

歌V
T

」
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
和
歌
を
評
価
す
る
た
め
、
我
々
は
隠
れ
た
変
数
シ
ー
ケ
ン
スR

N
N

 V
A

E

、T
ran

sfo
rm

er

言
語

モ
デ
ル
、
及
び
単
一
の
隠
れ
た
変
数
のT

ran
sfo

rm
er V

A
E

を
用
い
て
、
六
つ
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
モ
デ
ル
を
構
築
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
和
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歌V
T

」
と
他
の
六
つ
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
モ
デ
ル
に
入
力
し
、
各
モ
デ
ル
百
首
、
合
計
七
百
首
の
和
歌
を
生
成
し
た
（
生
成
日
時

二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
）
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
評
価
と
、
和
歌
研
究
者
に
よ
る
人
工
評
価
に
よ
り
、
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
モ
デ

ル
と
比
較
し
て
、
隠
れ
た
変
数
シ
ー
ケ
ン
ス
を
搭
載
し
た
「
和
歌V

T

」
は
、
人
間
和
歌

（
９
）

の
主
題
、
文
法
、
語
句
の
意
味
関
係
を
正
確
に

学
習
し
、
よ
り
豊
か
な
語
彙
、
多
様
性
、
独
創
性
を
備
え
る
和
歌
を
生
成
で
き
る
こ
と
が
が
確
認
さ
れ
た
。　

一
ー
四
、
「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
たA

I

和
歌
の
例

　

本
論
文
で
は
「
和
歌V

T
」
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
三
首
のA

I

和
歌
を
例
に
挙
げ
、
人
間
和
歌
と
の
比
較
の
観
点
か
ら
分
析
を

行
う
。
我
々
はD

ice

係
数
に
よ
る
類
似
和
歌
の
検
索
方
法
を
提
案
し
、A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
文
法
や
語
彙
の
組
み
合
わ
せ
を
比
較
し
、

A
I

和
歌
の
特
徴
と
独
創
性
を
分
析
す
る
こ
と
で
、A

I

に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
和
歌
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

D
ice

係
数
に
よ
る
類
似
和
歌
の
検
索
方
法
に
よ
り
「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
が
生
成
し
たA

I

和
歌
と
類
似
す
る
人
間
和
歌
を
探
し
出
し
、

そ
れ
ら
の
和
歌
を
類
似
度
係
数
に
従
っ
て
客
観
的
に
順
番
付
け
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

下
記
の
三
首
の
和
歌
は
「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
たA

I

和
歌
で
あ
る
。

　

A
I

和
歌
①　

明
け
て
ゆ
く　

峰
の
木
の
葉
の　

梢
よ
り　

遥
か
に
続
く　

小
牡
鹿
の
声

　

A
I

和
歌
②　

山
里
の　

松
の
梢
に　

埋
づ
も
れ
て　

霞
を
分
け
ぬ　

鶯
の
声

　

A
I

和
歌
③　

冬
来
ぬ
と　

思
ひ
明
か
し
の　

柴
の
庵　

枕
に
残
る　

霜
の
音



－ 204 －－ 205 －

国文学研究資料館紀要　文学研究編　第 49 号（2023）

二
、D

i
c
e

係
数
に
よ
る
類
似
和
歌
の
検
索
方
法

　

和
歌
の
研
究
に
お
い
て
は
、
研
究
対
象
の
和
歌
と
類
似
す
る
和
歌
を
検
索
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
類
似
和
歌
と
比
較
し
、
研
究

対
象
の
和
歌
の
内
容
、
語
句
、
出
典
及
び
作
者
の
創
作
背
景
な
ど
を
考
察
す
る
た
め
で
あ
る
。A

I

和
歌
の
研
究
で
は
、
類
似
す
る
和
歌

を
探
し
当
て
る
こ
と
で
、A

I

和
歌
と
人
間
の
和
歌
の
語
彙
の
組
み
合
わ
せ
の
特
徴
を
確
認
し
、A

I

和
歌
が
人
間
の
和
歌
か
ら
学
ん
だ
こ

と
及
び
そ
の
独
自
性
と
創
造
性
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
で
、
和
歌
生
成
モ
デ
ル
を
改
善
で
き
る
だ
け
で
な
く
、A

I

詩
歌
創
作
に
対
し
参

考
と
な
る
情
報
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
的
な
和
歌
の
研
究
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
和
歌
を
見
て
い
く
際
に
使
わ
れ

る
の
は
『
新
編
国
歌
大
観
』C

D
-
R
O

M

や
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
和
歌
検
索
サ
イ
ト
で
あ
る
。
類
似
す
る
和
歌
を
検
索
す
る

に
は
、
研
究
対
象
の
和
歌
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
選
び
出
し
て
入
力
す
る
が
、
そ
の
際
に
、
し
ば
し
ば
膨
大
な
数
の
和
歌

が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
こ
れ
ら
の
和
歌
か
ら
最
も
類
似
す
る
和
歌
を
捜
し
出
す
に
は
多
く
の
時
間
が
か
か
る
。
本
論
文
に
お
い
て
はD

ice

係
）

10

（

数
に
よ
っ
て
類
似
和
歌
を
検
索
す
る
方
法
を
提
案
す
る
。D

ice

係
数
を
用
い
た
類
似
和
歌
の
検
索
方
法
は
、
目
標
和
歌
と
類
似
す
る

和
歌
を
迅
速
に
探
し
出
し
、
か
つ
類
似
度
係
数
に
基
づ
い
て
類
似
和
歌
を
順
番
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
必
ず
し
も
係
数
の
高
い
和
歌

が
一
番
近
し
い
と
は
限
ら
な
い
も
の
の
、
数
値
は
客
観
的
で
あ
り
今
後
の
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

D
ice

係
数
は
二
つ
の
サ
ン
プ
ル
の
類
似
度
を
計
算
す
る
の
に
用
い
ら
れ
る
が
、
統
計
学
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。

情
報
検
索
で
は
、
集
合X

と
集
合Y

が
与
え
ら
れ
る
と
、
類
似
度
は
、
【
図
１
】
で
表
示
し
た
と
お
り
、
共
通
情
報
の
二
倍
（
つ
ま
り
、

X

とY

の
重
複
部
分
）
を
集
合X

とY

の
合
計
で
割
っ
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
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【
図
１
】
集
合X

と
集
合Y

に
よ
り
定
義
さ
れ
る
れ
る
類
似
度

　

A
I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
類
似
度
をD

ice

係
数
に
よ
っ
て
計
算
す
る
際
、
文
字
列
の
類
似
度
測
定
式
定

）

11

（

式
に
従
っ
て
、
二
つ
の
和
歌
の

類
似
度
係
数D

は
次
の
よ
う
に
記
述
で
き
る
。

D
 =
2

×n
t /

(n
x +n

y )                                 

（
1
）

　

た
だ
し
、n

x

とn
y

は
そ
れ
ぞ
れA

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
総
単
語
数
を
表
し
、n

t

はA
I

和
歌
と
人
間
和
歌
に
お
け
る
同
一
単
語
の
数

を
表
す
。
類
似
度
係
数
の
計
算
に
お
い
て
、D

ice
係
数
の
規
則
に
従
い
、
同
じ
単
語
が
和
歌
の
中
で
数
回
繰
り
返
し
使
わ
れ
て
い
る
場

合
も
一
度
の
み
と
し
て
数
え
る
。
類
似
度
係
数
はA

I
和
歌
と
人
間
和
歌
の
類
似
性
を
表
し
、
そ
の
係
数
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
、A

I

和
歌

と
人
間
和
歌
の
中
で
よ
り
多
く
の
同
一
単
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
。D

ice

係
数
に
基
づ
く
類
似
和
歌
の
検
索
方
法
は
下
記

の
二
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
①
ス
テ
ッ
プ
の
一
、
研
究
者
が
人
工
的
に
対
象
和
歌
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
変
換
し
、
和
歌

を
単
語
分
け
す
る
。
②
ス
テ
ッ
プ
の
二
、
対
象
和
歌
を
「
類
似
指
標
を
用
い
た
和
歌
検
索
シ
ス
テ
ム

）
12
（

に
入
力
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
っ

て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
和
歌
と
の
類
似
度
係
数
を
計
算
し
、
和
歌
を
順
位
付
け
ま
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
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表
１
の
和
歌
は
、D

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
選
び
出
し
たA

I

和
歌
①
と
類
似
す
る
二
十
首
の
人
間
和
歌
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
和
歌
の
類
似
度
係
数
は0

.6
0
0

か
ら0

.4
1
3

の
間
で
あ
る
。

表
１ A

I
和
歌
①
「
明
け
て
ゆ
く　

峰
の
木
の
葉
の　

梢
よ
り　

遥
か
に
続
く　

小
牡
鹿
の
声
」
と
類
似
す
る
二
十
首
の
人
間
和
歌

番
号

和
歌
（
歌
集
・
巻
・
歌
番
号
・
作
者
）

類
似
度

①

山
里
は　

峰
の
木
の
葉
に　

競
ひ
つ
つ　

雲
よ
り
お
ろ
す　

さ
牡
鹿
の
声
（
風
雅
集
・
巻
五
秋
上
・5

2
4

・
式
子
内
親
王
）

0
.
6
0
0

②

焦
が
れ
ゆ
く　

千
汐
の
木
の
葉　

踏
み
分
け
て　

な
の
み
あ
さ
ま
の　

さ
牡
鹿
の
声
（
内
裏
歌
合
・1

1
8
7

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
3
3

③

尾
の
上
よ
り　

通
ふ
嵐
に　

類
来
て　

松
の
梢
に　

さ
牡
鹿
の
声
（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
一
・1

1
8
7

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
1
9

④

吹
き
お
く
る　

嵐
の
伝
に　

聞
こ
ゆ
な
り　

峰
遥
か
な
る　

さ
牡
鹿
の
声
（
為
世
十
三
回
忌
和
歌
・1

2
3

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
4
8
2

⑤

竜
田
山　

峰
の
紅
葉
葉　

散
り
果
て
て　

嵐
に
残
る　

さ
牡
鹿
の
声
（
夫
木
抄
・
巻
十
二
秋
三
・4

6
2
6

・
慈
円
）

0
.
4
8
2

⑥

深
山
よ
り　

暁
露
に　

立
ち
濡
れ
て　

野
原
に
通
ふ　

さ
牡
鹿
の
声
（
嘉
元
百
首
・1

4
3
4

・
俊
光
）

0
.
4
8
2

⑦

初
瀬
山　

木
の
葉
色
づ
く　

秋
風
に　

ま
づ
い
ね
が
た
の　

さ
牡
鹿
の
声
（
続
千
載
集
・
巻
四
秋
上
・4

0
0

・
知
家
）

0
.
4
8
2

⑧

露
に
ふ
す　

野
辺
の
千
草
の　

曙
に　

お
き
濡
れ
て
ゆ
く　

さ
牡
鹿
の
声
（
続
拾
遺
集
・
巻
四
秋
上
・2

5
8

・
後
鳥
羽
院
）

0
.
4
8
2

⑨

山
里
は　

籬
の
は
き
に　

つ
ま
こ
め
て　

庭
に
な
れ
ゆ
く　

さ
牡
鹿
の
声
（
沙
玉
集
・
全
・
47
・
貞
成
親
王
）

0
.
4
6
6

⑩

秋
は
な
ほ　

心
づ
く
し
の　

木
の
間
よ
り　

月
に
も
り
く
る　

さ
牡
鹿
の
声 

（
壬
二
集
・
上
・
後
鳥
羽
院
建
仁
百
首
・5

4
1

・

家
隆
）

0
.
4
6
6



－ 208 －－ 209 －

AI 和歌の文学的特徴分析（武石・金）

⑪

三
笠
山　

月
射
し
昇
る　

空
晴
れ
て　

峰
よ
り
高
き　

さ
牡
鹿
の
声　

（
続
古
今
集
・
巻
五
：
秋
下
・4

5
0

・
道
家
）

0
.
4
6
6

⑫

か
ね
て
よ
り　

心
ぞ
い
と
ど　

す
み
昇
る　

月
待
つ
峰
の　

さ
牡
鹿
の
声　

（
新
拾
遺
集
・
巻
五
秋
下
・4

5
6

・
西
行
）

0
.
4
6
6

⑬

三
室
山　

夜
半
の
谷
風　

吹
く
ま
ま
に　

峰
よ
り
お
ろ
す　

さ
牡
鹿
の
声　

（
夫
木
抄
・
巻
十
二
秋
三
・4

6
2
6

・
慈
円
）

0
.
4
6
6

⑭

静
な
る　

深
山
の
月
の　

影
更
け
て　

空
に
な
り
ゆ
く　

さ
牡
鹿
の
声　

（
内
裏
御
会
・
87
・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
4
6
6

⑮

秋
の
色
は　

木
の
葉
の
み
か
は　

竜
田
山　

袖
に
し
ぐ
る
る　

さ
牡
鹿
の
声　

（
夫
木
抄
・
巻
十
二
秋
三
・4

6
2
4

・
慈
円
）

0
.
4
5
1

⑯

あ
り
あ
け
の　

月
は
葉
山
に　

傾
き
て　

野
辺
に
送
る
る　

さ
牡
鹿
の
声　

（
元
応
二
年
八
月
十
五
夜
月
十
首
・
49
・
詠
み
人

知
ら
ず
）

0
.
4
2
8

⑰

山
里
は　

松
の
と
ぼ
そ
の　

明
け
方
に　

庭
よ
り
帰
る　

さ
牡
鹿
の
声　

（
永
享
百
首
・
秋
・4

1
1

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
4
2
8

⑱

い
つ
と
て
も　

月
に
袂
は　

濡
れ
こ
し
を　

湧
き
て
今
宵
の　

さ
牡
鹿
の
声　

（
後
鳥
羽
院
御
集
・
歌
会
・
歌
合
歌
・1

5
9
0

・

詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
4
2
4

⑲

深
山
辺
の　

松
の
梢
を　

渡
る
な
り　

嵐
に
宿
す　

さ
牡
鹿
の
声
（
新
古
今
集
・
巻
五
秋
下
・4

4
2

・
惟
明
親
王
）

0
.
4
1
3

⑳

眺
め
つ
る　

あ
り
あ
け
の
月
は　

傾
き
て　

山
よ
り
出
づ
る　

さ
牡
鹿
の
声　

（
千
五
百
番
歌
合
・
秋
三
・1

3
6
4

・
詠
み
人
知

ら
ず
）

0
.
4
1
3

　

表
１
の
和
歌
①
を
例
に
類
似
度
係
数
を
次
の
よ
う
に
計
算
し
て
み
る
。
ま
ず
、A

I

和
歌
①
と
人
間
和
歌
①
を
単
語
分
け
し
た
結
果
、

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
様
に
な
る
。

　
　

明
け 

て 

ゆ
く
、
峰 

の 

木 

の 

葉 

の
、
梢 

よ
り
、
遥
か 

に 

続
く
、
さ 

牡
鹿 

の 

声

　
　

山
里 

は
、
峰 

の 

木 

の 

葉 

に
、
競
ひ 

つ
つ
、
雲 

よ
り 

お
ろ
す
、
さ 
牡
鹿 

の 

声
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A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
単
語
数
は
そ
れ
ぞ
れ
十
八
と
十
七
で
あ
り
、Dice

係
数
の
規
則
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
四
回
、
三
回
出
現
す
る
「
の
」

は
一
回
と
し
て
数
え
、
故
に
そ
の
総
単
語
数
はA

I

和
歌
も
人
間
和
歌
も
十
五
と
な
る
。A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
同
一
単
語
は
「
峰
」
、「
木
」
、

「
の
」
、「
葉
」
、「
よ
り
」
、「
に
」
、「
さ
」
、「
牡
鹿
」
、「
声
」
で
あ
り
、
同
一
単
語
数
は
九
な
の
で
、
類
似
度
係
数
は9

×2
/
(1
5
+
1
5
)=

 0
.6
0
0

と
な
る
。 

　

和
歌
の
文
法
構
造
と
内
容
か
ら
み
る
と
、A

I

和
歌
①
と
最
も
近
い
人
間
和
歌
は
表
１
の
和
歌
⑩
で
あ
る
。A

I

和
歌
の
第
二
句
、
第
三

句
「
峰
の
木
の
葉
の
梢
よ
り
」
と
和
歌
⑩
の
第
二
句
、
第
三
句
「
心
づ
く
し
の
木
の
間
よ
り
」
は
文
法
構
造
が
同
じ
で
、
句
末
の
同
じ
箇

所
に
助
詞
「
の
」
と
「
よ
り
」
が
使
わ
れ
、
第
二
句
全
体
が
第
三
句
の
最
初
の
単
語
「
梢
」
と
「
木
の
間
」
を
修
飾
し
、
二
つ
の
単
語
は

意
味
合
い
的
に
も
類
似
す
る
。A

I
和
歌
の
第
四
句
、
第
五
句
「
遥
か
に
続
く
さ
牡
鹿
の
声
」
と
和
歌
⑩
の
第
四
句
、
第
五
句
「
月
に
も

り
く
る
さ
牡
鹿
の
声
」
も
文
法
構
造
が
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
句
の
最
後
の
動
詞
「
続
く
」
と
「
も
り
く
る
」
の
連
体
形
に
よ
り
第
五

句
を
修
飾
す
る
。
以
上
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、D

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
は
よ
り
早
く
、
便
利
に
参
考
と
な
る
和
歌
の
範
囲
を
提
供

し
て
く
れ
る
が
、
範
囲
内
か
ら
目
標
和
歌
と
類
似
す
る
和
歌
を
選
択
す
る
際
に
は
人
工
的
に
和
歌
の
内
容
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

D
ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
の
特
徴
を
紹
介
す
る
た
め
、A

I

和
歌
①
を
例
に
従
来
の
類
似
和
歌
検
索
方
法
とD

ice

係
数
に
よ
る
検
索

方
法
の
違
い
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
従
来
の
方
法
に
従
い
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
単
語
を
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
和
歌
検
索
サ

イ
ト
で
検
索
す
る
。
例
え
ば
、A

I

和
歌
①
で
「
鹿
」
と
「
声
」
の
組
み
合
わ
せ
を
検
索
す
る
と
、1

2
1
8

首
の
和
歌
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。
あ

ま
り
に
も
数
が
膨
大
な
た
め
、
「
梢
」
、
「
鹿
」
、
「
声
」
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を
増
や
し
て
絞
り
込
み
検
索
を
行
う
と
、
ヒ
ッ
ト
す
る
和
歌
は
三

首
と
な
り
、
表
１
の
和
歌
③
と
⑨
、
及
び
下
記
の
和
歌
と
な
る
。
和
歌
③
と
⑲
の
内
容
はA

I

和
歌
に
近
く
、
類
似
度
係
数
も
高
い
和
歌

で
あ
る
。
係
数
が
小
さ
く
表
に
入
り
得
な
か
っ
た
下
記
の
和
歌
の
内
容
を
見
る
と
、
季
節
や
主
題
がA

I

和
歌
①
と
大
き
く
異
な
る
こ
と

が
分
か
る
。
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鹿
の
山　

梢
に
通
ふ　

浦
風
は　

氷
に
残
る　

漣
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
秋
篠
月
清
集
・
巻
一
二
夜
百
首
・1

4
6

・
良
経
）

　

こ
の
よ
う
に
、
従
来
の
方
法
で
は
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
増
や
す
こ
と
で
和
歌
の
範
囲
を
狭
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
三
単
語

に
よ
る
絞
り
込
み
検
索
の
場
合
、
そ
の
う
ち
の
二
単
語
し
か
含
ま
な
い
も
の
の
、
内
容
が
目
標
和
歌
に
非
常
に
近
い
和
歌
を
漏
ら
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
表
１
の
人
間
和
歌
①
はA
I

和
歌
に
内
容
の
近
い
和
歌
で
あ
る
が
、
「
梢
」
、
「
鹿
」
、
「
声
」
の
検
索
方
法

で
は
ヒ
ッ
ト
せ
ず
漏
れ
て
し
ま
う
。
従
来
の
方
法
で
「
峰
」
、
「
鹿
」
、
「
声
」
で
絞
り
込
み
検
索
す
れ
ば
、
六
十
二
首
ヒ
ッ
ト
し
、
表
１
の

和
歌
①
、
⑥
、
⑦
、
⑩
、
⑫
、
⑬
が
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
。
「
木
の
葉
」
、
「
鹿
」
、
「
声
」
で
絞
り
込
み
検
索
す
れ
ば
、
二
十
首
ヒ
ッ
ト
し
、

表
１
の
和
歌
①
、
②
、
④
、
⑪
、
⑯
が
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
。

　

故
に
、
従
来
の
方
法
で
「
鹿
」
、
「
声
」
と
検
索
し
た
場
合
は
ヒ
ッ
ト
数
が
あ
ま
り
に
も
膨
大
で
、
閲
読
に
時
間
を
費
や
す
。
キ
ー
ワ
ー

ド
を
増
や
し
絞
り
込
み
検
索
す
る
こ
と
で
和
歌
の
ヒ
ッ
ト
数
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
選
択
に
漏
れ
が
あ
っ
た
場
合

は
、
目
標
和
歌
に
近
し
い
内
容
の
和
歌
も
漏
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。D

ice

係
数
を
用
い
た
類
似
和
歌
の
検
索
方
法
は
、
類
似
度
係

数
に
基
づ
い
て
類
似
和
歌
を
順
番
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
、A

I

和
歌
①
「
明
け
て
ゆ
く　

峰
の
木
の
葉
の　

梢
よ
り　

遥
か
に
続
く　

小
牡
鹿
の
声
」
の
分
析

　

A
I

和
歌
①
は
早
朝
の
山
で
鹿
の
鳴
き
声
が
梢
の
間
を
通
っ
て
林
に
広
が
っ
て
い
く
様
を
描
い
て
い
る
。
赤
や
黄
に
染
ま
っ
た
秋
の
木

の
葉
が
朝
日
を
浴
び
、色
彩
豊
か
な
風
景
が
浮
か
ぶ
。
近
く
の
枝
か
ら
遠
く
ま
で
鹿
の
声
広
が
り
、キ
ー
ワ
ー
ド
「
声
」
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
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三
ー
一
、A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
類
似
性
の
分
析

　

ま
ず
、A

I
和
歌
①
と
表
１
の
人
間
和
歌
二
十
首
の
類
似
点
に
つ
い
て
分
析
し
、
人
間
和
歌
の
用
語
、
文
法
、
句
の
間
の
関
連
性
を
「
和

歌V
T

」
モ
デ
ル
が
如
何
に
学
ん
だ
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

例
を
挙
げ
る
と
、A

I
和
歌
の
第
三
句
「
梢
よ
り
」
に
は
副
詞
「
よ
り
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
「
よ
り
」
の
前
は
名
詞
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
「
雲
よ
り
」
な
ど
、
人
間
和
歌
①
、
③
、
⑥
、
⑩
、
⑪
、
⑫
、
⑬
、
⑰
、
⑳
に
あ
り
、
モ
デ
ル
が
「
名
詞
＋

よ
り
」
の
文
法
を
正
確
に
マ
ス
タ
ー
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、A

I

和
歌
の
第
五
句
「
さ
牡
鹿
の
声
」
は
、
表
内
の
す
べ
て
の

人
間
和
歌
の
第
五
句
で
使
わ
れ
て
い
る
。
秋
を
詠
む
和
歌
に
お
い
て
、
最
後
の
句
に
さ
牡
鹿
の
声
を
描
く
こ
と
で
、
遠
く
ま
で
響
く
鹿
の

声
を
読
者
に
想
像
さ
せ
、
和
歌
の
余
韻
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
和
歌
の
こ
の
よ
う
な
細
や
か
な
作
風
を
「
和
歌V

T

」
モ
デ

ル
は
学
習
し
、A

I

和
歌
の
生
成
に
応
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
和
歌
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
検
索
で
、A

I

和
歌
①
の
「
声
」
と
「
梢
」
を
同
時
に
含
む
和
歌
は
百
五
十
四
首
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
間
和
歌
は
主

に
鶯
、
蝉
を
主
題
と
す
る
も
の
が
多
い
。D

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
を
用
い
て
、
単
語
の
類
似
性
係
数
に
基
づ
い
て
こ
の
百
五
十
四

首
を
順
番
づ
け
す
る
と
、
一
番
と
二
番
の
和
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
表
１
の
和
歌
③
と
和
歌
⑲
と
な
る
。
人
間
和
歌
③
とA

I

和
歌
①
の
類
似
点

は
鹿
の
声
が
と
林
と
い
う
空
間
か
ら
で
は
な
く
梢
か
ら
響
い
て
来
る
と
い
う
描
写
で
あ
る
。
和
歌
⑲
も
深
山
の
鹿
を
主
題
と
し
、
鹿
の
声

は
風
の
音
と
と
も
に
松
の
梢
を
通
り
、A

I

和
歌
①
の
情
景
と
類
似
す
る
。

　

こ
のA

I

和
歌
の
問
題
と
し
て
は
、
第
一
に
、
「
峰
の
木
の
葉
の
梢
」
と
い
う
表
現
は
、
「
峰
」
と
い
う
大
き
な
物
か
ら
、
「
木
の
葉
」
と

い
う
小
さ
な
物
に
視
点
が
移
っ
た
の
ち
、
ま
た
「
梢
」
と
い
う
大
き
な
物
に
移
り
、
通
常
の
大
き
さ
に
よ
る
視
点
移
動
の
順
番
と
異
な
っ
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て
い
る
。
一
般
的
な
の
順
番
に
従
え
ば
、
「
峰
の
梢
の
木
の
葉
」
が
正
し
く
、
物
の
大
き
さ
の
認
識
と
そ
の
順
序
表
現
に
つ
い
て
は
、
モ

デ
ル
は
ま
だ
十
分
に
学
習
で
き
て
い
な
い
と
こ
が
分
か
っ
た
。
第
二
に
、
「
明
け
て
ゆ
く
」
と
い
う
連
接
は
古
典
語
に
は
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、

徐
々
に
夜
が
明
け
る
と
い
う
表
現
に
は
「
明
け
ゆ
く
」
（
動
詞
の
連
用
形
＋
ゆ
く
）
と
い
う
表
現
方
法
が
古
典
語
に
お
い
て
は
一
般
的
で

あ
る
。
モ
デ
ル
が
「
明
け
＋
て
＋
ゆ
く
」
と
い
う
三
つ
の
単
語
を
組
み
合
わ
せ
た
の
は
、
「
徐
々
」
に
と
い
う
意
味
の
動
作
の
進
行
や
継

続
を
表
す
補
助
動
詞
の
「
ゆ
く
」
を
学
習
し
た
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
の
場
所
に
「
向
か
う
、
行
く
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
の
「
行
く
」

を
学
習
し
た
た
め
で
あ
る
。
実
際
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
お
い
て
、
「
動
詞
の
連
用
形
＋
て
＋
ゆ
く
」
の
表
現
方
法
に
よ
り
動
詞
の
「
ゆ
く
」

を
含
む
人
間
和
歌
は
六
百
五
十
九
首
存
在
し
、
下
記
二
首
は
そ
の
例
で
あ
る
。

　
　

忘
ら
れ
て　

年
ふ
る
さ
と
の　

ほ
と
と
ぎ
す　

何
に
一
声　

鳴
き
て
ゆ
く
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
後
撰
集
・
巻
十
四
恋
六
・1

0
0
6

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

　
　

起
き
て
ゆ
く　

人
の
心
を　

白
露
の　

我
こ
そ
ま
つ
は　

思
ひ
消
え
ぬ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
後
撰
集
・
巻
十
二
恋
四
・8

6
3

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

　

こ
の
二
首
の
和
歌
は
い
ず
れ
も
、
「
鳴
き
な
が
ら
飛
び
去
っ
て
行
く
」
、
そ
し
て
「
起
き
て
、
行
き
去
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
意
味
で
あ

り
、
こ
こ
で
「
ゆ
く
」
は
移
動
を
表
す
動
詞
「
行
く
」
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
進
行
や
継
続
を
表
す
補
助

動
詞
「
ゆ
く
」
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
は
ま
だ
十
分
に
学
習
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
覗
わ
れ
る
。

三
ー
二
、A

I

和
歌
の
独
創
性
の
分
析

　

A
I

和
歌
の
用
語
の
独
創
性
を
調
べ
る
た
め
、A

I

和
歌
①
に
お
け
る
四
組
の
組
み
合
わ
せ
を
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
和
歌
検



－ 212 －－ 213 －

国文学研究資料館紀要　文学研究編　第 49 号（2023）

索
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
検
索
す
る
。
「
木
の
葉
」
と
「
梢
」
、
「
声
」
と
「
梢
」
と
「
続
く
」
、
「
遥
か
」
と
「
続
く
」
、
「
遥
か
」
と
「
続
く
」

と
「
声
」
の
四
組
の
単
語
が
人
間
和
歌
で
使
わ
れ
て
い
る
頻
度
を
調
べ
、A

I

和
歌
の
特
徴
を
考
察
す
る
。

「
木
の
葉
」
と
「
梢
」
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
。
人
間
の
作
品
に
お
い
て
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
三
十
八
首
あ
り
、
こ
れ
ら
の
和
歌
の
主

題
は
主
に
梢
の
間
か
ら
覗
く
「
月
」
や
梢
の
間
を
吹
き
抜
け
る
「
嵐
」
な
ど
で
あ
り
、
「
鹿
」
な
ど
動
物
を
主
題
と
す
る
和
歌
は
含
ま
れ

て
い
な
い
。
下
記
の
和
歌
を
例
に
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
　

小
倉
山　

麓
の
里
に　

木
の
葉
散
れ
ば　

梢
に
は
る
る　

月
を
見
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
古
今
集
・
巻
六
冬
・6

0
3

・
西
行
）

　

上
記
の
和
歌
の
焦
点
は
木
の
上
の
梢
に
あ
り
、
木
の
葉
が
落
ち
て
月
の
光
が
差
し
込
む
様
子
を
描
い
て
い
る
。
「
梢
」
や
「
木
の
葉
」

を
主
題
と
す
る
和
歌
は
視
覚
の
焦
点
が
近
場
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
対
し
て
、AI

和
歌
①
は
ま
ず
焦
点
を
近
場
の
木
の
上
に
当
て
た
の
ち
、

さ
ら
に
「
声
」
が
「
遥
か
に
続
く
」
の
句
に
よ
っ
て
描
写
の
範
囲
を
遥
か
遠
く
へ
広
げ
て
い
る
。
焦
点
を
近
場
か
ら
遠
く
へ
広
げ
、
視
覚

と
聴
覚
を
組
み
合
わ
せ
た
独
創
的
な
和
歌
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
　

「
声
」
と
「
梢
」
と
「
続
く
」
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
人
間
和
歌
に
お
い
て
は
以
下
の
三
首
の
み
存
在
す
る
。

　
　

柴
下
に　

絶
え
間
も
な
き
は　

夏
山
の　

梢
に
続
く　

蝉
の
諸
声 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
続
千
載
集
・
巻
三
夏
・3

3
4

・
寂
蓮
）

　
　

ほ
と
と
ぎ
す　

深
き
山
江
に　

住
む
峡
は　

梢
に
続
く　

声
を
聞
く
か
な 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
山
家
集
・
巻
下
百
首
・1

4
7
0

・
西
行
）

　
　

し
み
つ
せ
く　

岩
間
の
夏
の　

絶
え
間
に
て　

梢
は
蝉
の　

声
続
く
な
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
壬
二
集
・
巻
上
文
治
百
首
・9

3
3

・
家
隆
）
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こ
の
組
み
合
わ
せ
は
人
間
和
歌
に
お
い
て
は
少
な
く
、
比
較
的
新
し
い
語
句
の
使
い
方
と
言
え
る
。
三
首
和
歌
の
中
で
、
第
一
首
と
第

三
首
は
蝉
の
鳴
き
声
を
、
第
二
首
は
ほ
と
と
ぎ
す
の
鳴
き
声
を
描
き
、
対
し
てA
I

和
歌
は
鹿
の
声
を
描
く
。
更
に
、
三
首
の
人
間
和
歌

の
下
の
句
、
「
梢
に
続
く
蝉
の
諸
声
」
、
「
梢
に
続
く
声
を
聞
く
か
な
」
、
「
梢
は
蝉
の
声
続
く
な
り
」
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
動
詞
「
続
く
」

に
よ
っ
て
動
物
が
鳴
き
続
け
る
と
い
う
時
間
の
継
続
を
表
し
て
い
る
。
対
し
てA

I

和
歌
の
「
続
く
」
は
前
に
「
遥
か
」
が
あ
る
た
め
、

時
間
の
継
続
と
同
時
に
空
間
に
お
け
る
声
の
広
が
り
も
表
す
。
声
が
林
と
い
う
空
間
で
遠
く
へ
広
が
る
様
は
和
歌
に
立
体
感
を
与
え
、
斬

新
的
で
あ
る
。

　

「
遥
か
」
と
「
続
く
」
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
。
こ
の
組
み
合
わ
せ
は
人
間
和
歌
に
お
い
て
は
三
首
し
か
存
在
せ
ず
、
下
記
の
三
首

で
あ
る
。

　
　

色
々
に　

ほ
む
け
の
風
邪
を　

吹
き
か
へ
て　

遥
か
に
続
く　

秋
の
小
山
田 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
玉
葉
集
・
巻
四
秋
上
・6

2
4

・
阿
仏
）

　
　

見
渡
せ
ば　

遥
か
に
続
く　

小
山
田
の　

色
濃
き
方
は　

仮
初
め
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
延
文
百
首
・1

4
3

・
進
子
内
親
王
）

　
　

藤
城
や　

山
路
遥
か
に　

見
渡
せ
ば　

麓
に
続
く　

和
歌
の
浦
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
熊
野
懐
紙
・
53
・
後
鳥
羽
院
）

　

第
三
首
の
和
歌
は
波
が
遠
く
へ
広
が
る
様
子
を
描
き
、
第
一
と
第
二
首
の
和
歌
は
と
も
に
「
遥
か
に
続
く
」
に
よ
っ
て
修
飾
さ
れ
て
い

る
の
は
「
小
山
田
」
で
あ
る
。
故
に
、
人
間
の
和
歌
に
お
い
て
「
遥
か
に
続
く
」
は
主
に
平
面
的
な
景
色
が
遠
く
ま
で
広
が
る
様
を
描
く

時
に
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
り
、
対
し
てA

I

和
歌
は
鹿
の
声
が
林
と
い
う
空
間
内
で
遠
く
ま
で
広
が
る
と
い
う
立
体
的
な
描
写
で
、
そ
の

斬
新
さ
が
う
か
が
え
る
。
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「
遥
か
」
と
「
続
く
」
と
「
声
」
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
。
前
出
の
「
遥
か
」
と
「
続
く
」
の
組
み
合
わ
せ
に
「
声
」
を
加
え
て
検

索
す
る
と
ヒ
ッ
ト
す
る
人
間
和
歌
は
な
く
、A

I

和
歌
に
お
け
る
独
創
的
な
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
鹿
の
声
は
秋
の
風

物
詩
で
あ
り
、
そ
の
声
が
近
く
か
ら
遠
く
へ
、
色
づ
く
木
の
葉
を
渡
っ
て
林
の
遥
か
先
ま
で
広
が
る
情
景
は
美
し
く
も
寂
し
く
、
儚
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
情
景
をA

I

和
歌
は
独
創
的
な
語
句
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
は
人
間
和
歌
の
主
題
や
文
法
を
正
確
に
マ
ス
タ
ー
し
、
単
語
の
使
い
方
を
応

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
遥
か
に
続
く
」
一
句
は
人
間
和
歌
で
は
主
に
平
面
的
な
広
が
り
を
描
く
も
の
で
あ
る
が
、A

I

和
歌
に
お
い
て

は
山
に
広
が
る
鹿
の
声
を
描
き
、「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
が
独
創
的
な
作
品
を
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
更
に
、
モ
デ

ル
は
「
声
」
、
「
梢
」
、
「
遥
か
」
、
「
続
く
」
な
ど
、
人
間
和
歌
に
な
い
単
語
の
組
み
合
わ
せ
を
使
い
、
立
体
的
で
斬
新
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

四
、A

I

和
歌
②
「
山
里
の　

松
の
梢
に　

埋
づ
も
れ
て　

霞
を
分
け
ぬ　

鶯
の
声
」
の
分
析

四
ー
一
、A

I

和
歌
の
分
析

　

A
I

和
歌
②
の
独
創
性
は
主
に
以
下
三
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
下
の
句
「
霞
を
分
け
ぬ　

鶯
の
声
」
に
お
け
る
「
分
く
」
は
擬
人
的
手

法
を
用
い
て
い
る
。
自
然
界
に
お
い
て
霞
が
散
る
の
は
、
日
の
光
や
暖
気
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
鶯
の
声
に
よ
っ
て
打
ち
破

ら
れ
た
と
い
う
趣
の
あ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
鶯
の
声
が
霞
を
打
ち
破
り
、
山
里
の
霞
を
散
ら
せ
る
と
い
う
、
早
春
の
景
色
を
擬
人
的

手
法
を
通
し
、
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
一
句
か
ら
第
四
句
に
お
け
る
「
山
里
の
」
、
「
松
の
梢
に
」
、
「
埋
づ
も
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れ
て
」
、
「
霞
を
分
け
ぬ
」
は
す
べ
て
最
後
の
句
、
「
鶯
の
声
」
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
題
の
「
鶯
の
声
」
は
和
歌
の
第
五
句
に

隠
さ
れ
て
、
和
歌
の
最
後
に
現
れ
る
。
「
鶯
の
声
」
が
山
里
深
く
、
梢
や
霞
の
間
に
「
埋
づ
も
れ
」
て
い
る
と
描
写
さ
れ
て
い
る
通
り
、

和
歌
の
構
造
に
お
い
て
も
深
く
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
冬
を
表
す
「
松
の
梢
」
の
間
か
ら
春
を
表
す
「
霞
」
が
立
ち
、「
鶯

の
声
」
が
聞
こ
え
て
、
冬
が
去
り
春
が
や
っ
て
く
る
情
景
か
ら
、
こ
の
和
歌
は
気
候
を
表
す
単
語
を
正
確
に
使
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
季

節
感
に
富
ん
だ
内
容
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　

A
I

和
歌
②
の
問
題
は
、
「
埋
づ
も
れ
る
」
と
い
う
一
語
は
、
宿
や
植
物
な
ど
が
雪
に
埋
も
れ
る
様
子
を
描
く
際
に
使
わ
れ
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
、
鶯
の
声
が
霞
に
「
埋
づ
も
れ
る
」
と
い
う
表
現
は
和
歌
の
伝
統
か
ら
す
れ
ば
、
い
さ
さ
か
大
胆
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。

四
ー
二
、
助
動
詞
「
ぬ
」
の
解
釈

　

第
四
句
の
「
分
く
」
は
「
開
く
、
分
け
る
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
後
ろ
に
続
く
「
ぬ
」
を
打
ち
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形

「
ぬ
」
と
し
て
否
定
の
意
味
と
と
ら
え
る
場
合
、
下
の
句
は
「
霞
を
打
ち
破
る
こ
と
な
く
、
鶯
の
声
が
梢
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
」
と
い

う
意
味
に
な
る
。
「
ぬ
」
を
完
了
を
表
す
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
「
ぬ
」
と
し
て
捉
え
る
場
合
、
下
の
句
は
「
鶯
の
声
が
霞
を
打
ち
破
っ

て
出
て
来
た
」
と
言
う
意
味
に
な
る
。
「
分
く
」
が
下
二
段
動
詞
の
た
め
、
未
然
形
と
連
用
形
は
同
じ
く
「
分
け
」
で
あ
り
、
「
分
く
」
の

活
用
形
に
よ
っ
て
「
ぬ
」
の
性
質
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
文
脈
か
ら
の
判
断
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。
た
だ
、
前
後
と
の
つ
な
が

り
か
ら
考
え
れ
ば
、
完
了
を
表
す
助
動
詞
「
ぬ
」
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
「
ぬ
」
は
終
止
形
で
あ
る
た
め
、
和
歌
は
第
四
句
で
一
度
区
切

ら
れ
て
し
ま
い
、
第
五
句
の
「
鶯
の
声
」
と
の
つ
な
が
り
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。
打
ち
消
し
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
と
し
て
捉
え
た

場
合
、
「
分
け
ぬ
」
が
修
飾
す
る
体
言
は
す
ぐ
後
ろ
の
「
鶯
の
声
」
と
解
釈
で
き
る
た
め
、
打
ち
消
し
と
し
て
捉
え
た
方
が
つ
な
が
り
が
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良
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
文
脈
か
ら
判
断
す
る
場
合
、
こ
の
和
歌
は
早
春
に
お
い
て
鶯
の
声
が
春
を
告
げ
る
内
容
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「
ぬ
」
を
完
了

を
表
す
助
動
詞
と
捉
え
、
鶯
の
声
が
霞
を
打
ち
破
っ
て
上
空
ま
で
響
い
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、

下
記
の
二
首
人
間
和
歌
の
内
容
を
参
照
し
、
打
ち
消
し
の
「
ぬ
」
と
し
て
捉
え
る
も
の
と
す
る
。
「
ぬ
」
を
打
ち
消
し
の
助
動
詞
「
ず
」

の
連
体
形
と
し
て
捉
え
た
場
合
、A

I

和
歌
の
下
の
句
は
、
「
鶯
の
声
は
霞
を
分
け
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
、
「
鶯
の
声
が
霞
の

内
に
あ
る
」
、
或
い
は
「
鶯
の
声
は
霞
と
共
に
あ
る
」
と
い
う
内
容
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
類
似
す
る
内
容
を
描
い
た
和
歌
の
例
は
下

記
二
首
で
あ
る
。

　
　

山
深
み　

霞
こ
め
た
る　

柴
の
戸
に　

と
も
な
ふ
も
の
は　

谷
の
鶯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
玉
葉
集
・1

8
4
5

・
西
行
法
師
集
）

　
　

た
づ
ね
つ
る　

宿
は
霞
に　

う
づ
も
れ
て　

谷
の
鶯　

一
声
ぞ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
後
拾
遺
和
歌
集
・
春
上
・
23
・
藤
原
範
永
）

　

上
記
の
第
一
首
人
間
和
歌
に
お
い
て
は
、
霞
が
山
深
く
の
宿
を
覆
い
、
柴
の
戸
も
、
谷
の
鶯
も
、
そ
の
霞
に
覆
わ
れ
た
様
子
を
描
い
て

い
る
。A

I

和
歌
の
「
ぬ
」
を
打
ち
消
し
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
鶯
が
霞
の
内
に
隠
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、A

I

和
歌
と
人

間
和
歌
は
非
常
に
近
し
い
と
言
え
る
。
こ
の
人
間
和
歌
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
鶯
そ
の
も
の
の
姿
が
霞
に
隠
さ
れ
た
様
子
で
あ
り
、
対

し
てA

I

和
歌
は
鶯
の
姿
よ
り
も
そ
の
声
が
描
写
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
主
な
違
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
上
記
の
第
二
首
人
間
和
歌
に
お
い
て
は
、
尋
ね
よ
う
と
訪
れ
た
宿
は
霞
に
覆
い
隠
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
か
ら
か
谷
の
鶯
の
一
声

が
聞
こ
え
て
き
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
和
歌
も
鶯
の
声
が
霞
の
う
ち
に
込
め
ら
れ
て
い
る
様
子
を
描
い
て
お
り
、A

I

和
歌
の

「
ぬ
」
を
打
ち
消
し
と
し
て
捉
え
た
場
合
の
意
味
合
い
に
似
て
い
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
人
の
和
歌
に
お
い
て
は
、
鶯
の
声
が
霞
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
様
子
を
描
く
の
が
一
般
的
と
思
わ
れ
、
「
分
け
ぬ
」

と
「
鶯
の
声
」
の
つ
な
が
り
の
良
さ
も
考
慮
し
、
こ
こ
で
は
「
ぬ
」
を
打
ち
消
し
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形
と
捉
え
、
鶯
の
声
が
霞
を
分

け
ず
、
内
に
込
め
ら
れ
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
の
二
首
和
歌
は
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
鶯
」
、「
込
め
る
」
、「
埋
づ
も
れ
る
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
検
索
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、D

ice

係
数
を
使
っ
て
単
語
の
類
似
度
か
ら
検
索
す
る
よ
り
も
、
和
歌
の
一
首
全

体
の
意
味
合
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ
て
検
索
す
る
方
が
「
鶯
が
霞
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
具
体
的
な
内
容
の
和
歌
に
ヒ
ッ
ト

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
故
に
、
我
々
はD

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
を
和
歌
検
索
の
唯
一
無
二
の
方
法
と
し
て
提
案

す
る
の
で
は
な
く
、
研
究
者
が
和
歌
を
検
索
す
る
上
で
の
参
考
の
一
つ
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

四
ー
三
、A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
類
似
性
の
分
析

　

表
２
の
和
歌
は
、D

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
選
び
出
し
たA

I

和
歌
と
類
似
す
る
十
首
の
人
間
和
歌
で
あ
る
。

　

表
２ A

I

和
歌
②
「
山
里
の　

松
の
梢
に　

埋
づ
も
れ
て　

霞
を
分
け
ぬ　

鶯
の
声
」
と
類
似
す
る
十
首
の
人
間
和
歌

番
号

和
歌
（
歌
集
・
巻
・
歌
番
号
・
作
者
）

類
似
度

①

古
巣
立
つ　

都
も
春
の　

梢
に
て　

霞
を
出
で
ぬ　

鶯
の
声
（
正
治
後
度
百
首
・2

1
0

・
雅
経
）

0
.
6
4
2

②

春
来
ぬ
と　

霞
む
景
色
を　

し
る
べ
に
て　

梢
に
伝
ふ　

鶯
の
声
（
拾
遺
愚
草
・
二
見
浦
百
首
・1

0
4

・
藤
原
定
家
）

0
.
5
9
2
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③

い
た
づ
ら
に　

松
の
梢
し　

埋
づ
も
れ
ぬ　

誰
踏
み
分
け
て　

峰
の
白
雪
（
内
裏
百
番
歌
合
・1

5
1

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
3
8

④

深
山
辺
の　

雪
解
の
雲
を　

分
け
果
て
て　

霞
に
う
つ
る　

鶯
の
声
（
正
治
初
度
百
首
・6

0
8

・
慈
円
）
）

0
.
5
3
8

⑤

竜
田
山　

梢
の
嵐　

秋
暮
れ
て　

変
は
ら
ぬ
松
に　

声
時
雨
る
な
り
（
仙
洞
十
人
歌
合
・
67
・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
1
8

⑥

秋
風
に　

雲
も
残
ら
ぬ　

山
の
端
の　

梢
を
分
け
て　

出
づ
る
月
影
（
新
葉
集
・
秋
上
・3

1
6

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
0
0

⑦

山
里
の　

草
の
閉
ざ
し
に　

こ
と
よ
せ
て　

心
細
き
は　

鶯
の
声
（
堀
河
院
御
時
百
首
和
歌
・
春
・
54
・
源
顕
仲
）

0
.
5
0
0

⑧

鶯
の　

声
を
と
も
に
て　

暮
ら
す
か
な　

一
人
眺
む
る　

春
の
山
里
（
源
広
綱
朝
臣
歌
合
・
3
・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
4
6
1

⑨

山
高
み　

霞
を
分
け
て　

眺
む
れ
ば　

遥
か
に
見
ゆ
る　

住
吉
の
松
（
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
・
春
・
22
・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
3
7
0

⑩

山
の
端
は　

分
け
よ
る
ま
ま
に　

現
は
れ
て　

霞
を
込
む
る　

松
の
む
ら
だ
ち
（
寂
蓮
法
師
集
・1

6
3

・
寂
蓮
法
師
）

0
.
3
5
7
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表
２
の
和
歌
は
、D

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
選
び
出
し
たA

I

和
歌
と
類
似
す
る
十
首
の
人
間
和
歌
で
あ
る
。

表
２
の
人
間
和
歌
①
の
第
四
、
五
句
は
「
霞
を
出
で
ぬ
鶯
の
声
」
で
あ
り
、A

I

和
歌
の
第
四
、
五
句
「
霞
を
分
け
ぬ
鶯
の
声
」
に
非
常
に

近
い
。
モ
デ
ル
は
、
下
二
段
活
用
動
詞
「
出
づ
」
に
助
動
詞
「
ぬ
」
が
続
く
場
合
、
連
用
形
「
出
で
」
に
変
化
す
る
こ
と
を
学
習
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
故
に
、A

I

和
歌
の
第
四
句
の
下
二
段
動
詞
「
分
く
」
は
、
同
じ
く
こ
の
活
用
方
法
に
よ
っ
て
助
動
詞
「
ぬ
」
を
接
続

さ
せ
、
文
法
が
正
確
で
あ
り
、
内
容
も
意
味
合
い
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
更
に
、
鶯
の
声
が
霞
を
「
分
く
」
こ
と
は
、
単
に
霞
か
ら
「
出

で
る
」
よ
り
も
っ
と
力
強
く
、
春
を
待
ち
わ
び
る
気
持
ち
が
う
か
が
え
る
。
以
上
か
ら
、
モ
デ
ル
は
人
間
和
歌
か
ら
文
法
と
文
学
的
表
現

を
学
習
し
、
単
語
を
入
れ
替
え
て
、
正
確
な
活
用
形
を
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
独
自
性
に
富
ん
だ
和
歌
を
創
作
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

表
２
の
人
間
和
歌
②
はA

I

和
歌
と
類
似
し
、
春
先
の
霞
ん
だ
景
色
と
、
梢
に
響
く
鶯
の
声
を
描
い
て
い
る
。
「
霞
む
」
、
「
梢
」
、
「
鶯
」
、

「
声
」
な
ど
同
じ
単
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
人
間
和
歌
②
に
お
い
て
、
鶯
の
声
は
た
だ
梢
よ
り
聞
こ
え
て
来
る
も
の
で
あ
る
が
、

A
I

和
歌
に
お
い
て
、
鶯
の
声
は
自
ず
か
ら
霞
を
打
ち
破
っ
て
、
外
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
能
動
的
な
存
在
で
あ
る
。

　

同
じ
く
、
表
２
の
人
間
和
歌
⑧
の
内
容
もA

I
和
歌
と
類
似
し
、
山
里
に
お
い
て
鶯
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
春
を
待
ち
わ
び
る
様
子
を

描
い
て
い
る
。
一
首
の
単
語
の
組
み
合
わ
せ
を
見
て
も
、
「
鶯
」
、
「
声
」
、
「
山
里
」
な
ど
、
同
じ
単
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

人
間
和
歌
⑧
は
あ
く
ま
で
も
人
間
の
視
点
を
中
心
と
し
、
鶯
を
春
を
告
げ
る
景
色
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に

対
し
、A

I

和
歌
は
鶯
の
声
を
主
役
に
置
き
、
霞
を
分
け
て
春
を
告
げ
る
力
強
い
印
象
を
与
え
、
一
首
の
内
容
の
中
心
と
し
て
描
い
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
、「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
は
人
間
和
歌
か
ら
単
語
の
組
み
合
わ
せ
を
学
習
し
、
独
創
的
に
単
語
の
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

和
歌
の
描
く
情
景
に
似
た
内
容
のA

I

和
歌
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。D

ice

係
数
を
用
い
れ
ば
、
目
標
和
歌
と
使

用
単
語
が
類
似
し
て
い
る
和
歌
を
選
び
出
す
こ
と
が
で
き
、
更
に
そ
の
内
容
の
違
い
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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五
、A

I

和
歌
③
「
冬
来
ぬ
と　

思
ひ
明
か
し
の　

柴
の
庵　

枕
に
残
る　

霜
の
音
か
な
」
の
分
析

五
ー
一
、A

I

和
歌
の
分
析

　

A
I

和
歌
③
に
お
い
て
は
、
第
二
句
に
掛
詞
「
明
か
し
」
が
使
用
さ
れ
て
、
「
夜
を
明
か
す
」
の
意
味
と
、
地
名
「
明
石
」
と
二
重
の
意

味
を
持
つ
。
「
明
石
」
を
詠
ん
だ
歌
と
言
え
ば
光
源
氏
が
思
い
出
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
一
首
の
主
人
公
を
光
源
氏
と
想
像
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
更
に
、
下
の
句
「
枕
に
残
る
霜
の
音
か
な
」
は
独
特
な
表
現
で
あ
る
。
現
実
世
界
に
お
い
て
、
霜
は
木
の
葉
や
草
な
ど
室
外
の
地

面
近
く
に
降
る
も
の
で
あ
り
、
視
覚
で
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
しA

I

和
歌
③
に
お
い
て
、
霜
は
室
内
、
更
に
は
枕
元
に
降
っ

て
い
る
と
い
う
幻
想
的
な
描
写
を
し
て
い
る
。
加
え
て
、
本
来
視
覚
で
と
ら
え
る
べ
き
白
い
霜
に
は
実
は
音
が
あ
り
、
そ
の
音
が
枕
に
響

き
残
っ
て
い
る
の
よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
多
重
の
非
現
実
的
な
描
写
手
法
に
よ
り
、
初
冬
の
海
辺
の
庵
の
寒
さ
が
凛
と
し
て
伝

わ
り
、
一
晩
中
物
思
い
に
更
け
、
夜
を
明
か
し
た
主
人
公
の
寂
し
さ
が
一
層
引
き
立
て
ら
れ
る

）
13
（

。

　

こ
のA

I

歌
の
問
題
と
し
て
は
、
第
一
に
、
「
思
い
明
か
す
」
こ
と
は
、
恋
な
ど
心
情
に
ま
つ
わ
る
事
柄
故
に
、
一
晩
中
思
い
明
か
す
と

い
う
題
材
が
伝
統
的
で
あ
る
。
冬
が
来
た
こ
と
を
思
い
明
か
す
と
い
う
こ
と
は
通
常
で
は
考
え
ら
れ
ず
、
お
そ
ら
く
は
冬
が
来
て
寒
く
な
っ

た
、
あ
の
人
は
ど
う
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
内
容
が
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
霜
が
室
内
や
枕
に
降

る
と
い
う
こ
と
は
、
月
の
白
い
光
を
霜
に
喩
え
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
霜
の
音
と
い
う
の
は
何
の
喩
え
で
あ
る
の
か
わ
か

り
づ
ら
く
、
比
喩
の
範
疇
を
超
え
、
大
胆
す
ぎ
る
手
法
と
な
っ
て
い
る
。

五
ー
二
、A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
の
類
似
性
の
分
析
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表
３ A

I

和
歌
③
「
冬
来
ぬ
と　

思
ひ
明
か
し
の　

柴
の
庵　

枕
に
残
る　

霜
の
音
か
な
」
と
類
似
す
る
十
首
の
人
間
和
歌

番
号

和
歌
（
歌
集
・
巻
・
歌
番
号
・
作
者
）

類
似
度

①

秋
来
ぬ
と　

枕
に
つ
く
る　

鐘
の
音
に　

や
が
て
も
か
か
る　

袖
の
露
か
な
（
和
歌
所
影
供
歌
合
・
18
・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
3
3

②

風
の
音
も　

雲
の
景
色
に　

冬
来
ぬ
と　

思
ひ
果
つ
れ
ば　

打
ち
時
雨
つ
つ
（
三
百
六
十
番
歌
合
・
冬
・4

5
9

・
詠
み
人
知
ら
ず
）

0
.
5
1
6

③

冬
来
ぬ
と　

今
朝
は
岩
田
の　

は
は
そ
原　

音
に
立
て
て
も　

降
る
時
雨
か
な
（
続
拾
遺
集
・
冬
・3

8
0

・
知
家
）

0
.
5
1
6

④

冬
来
ぬ
と　

思
ふ
ば
か
り
に　

山
里
の　

い
と
ど
寂
し
く　

な
り
勝
る
か
な
（
新
続
古
今
集
・
冬
・6

0
7

・
道
済
）

0
.
5
0
0

⑤

秋
来
ぬ
と　

今
朝
は
知
ら
れ
て　

色
変
へ
ぬ　

松
に
霜
吹
く　

風
の
音
か
な
（
延
文
百
首
・2

0
3
6

・
実
俊
）

0
.
4
8
4

⑥

冬
来
ぬ
と　

思
ふ
ば
か
り
の　

朝
ぼ
ら
け　

こ
と
の
ほ
か
に
も　

変
は
る
空
か
な
（
夫
木
和
歌
抄
・
冬
・6

3
3
9

・
嘉
陽
門
院
越

前
）

0
.
4
8
2

⑦

冬
来
ぬ
と　

つ
げ
の
枕
の　

し
た
さ
え
て　

ま
つ
霜
凍
る　

う
た
た
寝
の
袖
（
拾
遺
愚
草
員
外
・
四
十
七
首
歌
・2

3
2

・
藤
原

定
家
）

0
.
4
6
6

⑧

い
つ
し
か
と　

末
枯
れ
に
け
り　

冬
来
ぬ
と　

い
ふ
ば
か
り
な
る　

霜
の
下
草
（
弘
長
百
首
・
冬
・3

5
5

・
為
氏
）
）

0
.
4
6
6

⑨

冬
来
ぬ
と　

時
雨
の
音
に　

驚
け
ば　

目
に
も
清
か
に　

晴
る
る
木
の
も
と
（
拾
遺
愚
草
・
千
五
百
番
歌
合
百
首
・1

0
5
7

・
藤

原
定
家
）

0
.
4
5
1

⑩

冬
来
ぬ
と　

夕
霜
寒
き　

浅
茅
生
の　

枯
葉
の
風
の　

音
ぞ
寂
し
き
（
新
続
古
今
集
・
冬
・6

1
0

・
定
為
）

0
.
4
4
4

　

表
３
の
和
歌
は
、D

ice

係
数
に
よ
る
検
索
方
法
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
選
び
出
し
たA

I

和
歌
と
類
似
す
る
十
首
の
人
間
和
歌
で
あ
る
。

和
歌
①
の
第
二
、
三
句
に
お
い
て
は
、
枕
に
響
く
鐘
の
音
を
描
い
て
い
る
。
袖
が
涙
に
よ
っ
て
濡
れ
る
と
い
う
情
景
の
中
、
秋
の
鐘
の
音

が
枕
元
ま
で
響
い
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
寂
し
さ
が
引
き
立
て
ら
れ
る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
人
間
和
歌
は
主
題
と
内
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容
に
お
い
てA

I

和
歌
と
類
似
し
て
い
る
。
現
実
的
に
は
枕
に
つ
く
こ
と
の
な
い
霜
や
、
鐘
の
音
を
、
枕
に
付
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
描

く
と
い
う
比
喩
的
手
法
を
、
モ
デ
ル
が
人
間
和
歌
か
ら
学
習
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
一
首
で
あ
る
。A

I

和
歌
と
人
間
和
歌
①
の
一
番

大
き
な
違
い
と
し
て
は
、
鐘
に
は
音
が
あ
る
が
、
霜
は
自
然
界
で
は
無
声
で
あ
る
。

　

表
３
の
和
歌
②
に
お
け
る
「
思
い
果
つ
」
は
「
思
い
つ
め
る
」
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
和
歌
の
第
三
、
四
句
はA

I

和
歌
第
一
、
二
句
の

内
容
に
近
く
、
冬
が
や
っ
て
き
て
物
思
い
に
耽
る
作
者
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
モ
デ
ル
は
冬
に
物
思
い
に
耽
る
と
い
う
主
題
を
学
習
し
、

そ
の
単
語
の
組
み
合
わ
せ
も
学
習
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
更
に
、
「
思
い
明
か
す
」
は
「
思
い
果
つ
」
よ
り
更
に
具
体
的
で
、
一
晩

中
考
え
込
ん
で
い
た
様
子
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
り
、
モ
デ
ル
の
和
歌
が
独
創
性
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

表
３
の
和
歌
⑩
は
、「
冬
来
ぬ
」
や
「
音
」
な
ど
の
単
語
がA

I

和
歌
と
一
致
し
、
冬
の
寒
く
寂
し
い
情
景
を
主
題
と
す
る
点
に
お
い
て
、

A
I

和
歌
と
類
似
す
る
。
こ
の
人
間
和
歌
は
枯
れ
葉
を
吹
く
風
の
音
を
描
き
、
対
す
るA

I

和
歌
は
霜
の
音
と
い
う
幻
想
的
な
情
景
を
描
く
。

以
上
の
分
析
か
ら
、「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
は
人
間
和
歌
か
ら
そ
の
主
題
と
単
語
な
ど
を
学
習
し
た
う
え
で
、
独
創
的
に
単
語
の
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
幻
想
的
か
つ
大
胆
な
内
容
を
創
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
現
在
、「
和
歌V

T

」
の
生
成
す
る
和
歌

は
人
間
の
作
品
に
完
全
に
真
似
る
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
人
間
が
想
像
し
得
な
い
大
胆
な
発
想
は
、
人
間
の
創
作
に
参
考
と
ア

イ
デ
ィ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
を
期
待
す
る

）
14
（

。

六
、
結
論

　

本
論
文
はD

ice

係
数
に
基
づ
く
和
歌
検
索
方
法
を
提
案
し
、
こ
の
方
法
で
は
類
似
度
係
数
に
よ
っ
て
検
索
対
象
和
歌
を
客
観
的
に
順

位
付
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
和
歌
検
索
方
法
は
研
究
者
が
和
歌
を
検
索
す
る
上
で
の
参
考
の
一
つ
と
し
て
提
示
す
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る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
「
和
歌V

T

」
モ
デ
ル
が
生
成
し
た
三
首
のA

I

和
歌
の
用
語
を
人
間
和
歌
と
比
較
し
た
結
果
、
「
和

歌V
T

」
モ
デ
ル
は
人
間
和
歌
の
主
題
、
文
法
、
句
の
構
造
、
及
び
単
語
を
正
確
に
マ
ス
タ
ー
し
、
独
創
的
な
単
語
の
組
み
合
わ
せ
方
に

よ
り
斬
新
的
な
和
歌
を
生
成
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
研
究
はA

I

和
歌
の
研
究
の
み
な
ら
ず
、
人
間
和
歌
の
研
究
に
も
役

立
つ
こ
と
が
で
き
る
。
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を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

〔
注
〕　

（
１
）W

u
 X

, lyen
 M

　

K
, Ito

 K
, C

h
en

 Z

「H
aiku

 gen
eratio

n
 u

sin
g d

eep
 n

eu
ral n

etw
o
rks

」
（
『
言
語
処
理
学
会
第
23
回
年
次
大
会

　
　

 

発
表
論
文
集
』
一
一
三
三
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
・
廣
田
敦
士
、
岡
夏
樹
、
荒
木
雅
弘
、
田
中
一
晶
「
学
習
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
を
分

　
　

け
たseq
G

A
N

に
よ
る
俳
句
生
成
」
（
『
言
語
処
理
学
会
第
24
回
年
次
大
会
発
表
論
文
集
』
一
二
九
二
頁
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
・
米

　
　

田
航
紀
、
横
山
想
一
郎
、
山
下
倫
央
、
川
村
英
憲
「
深
層
学
習
を
用
い
た
モ
チ
ー
フ
画
像
に
基
づ
く
俳
句
生
成
」
（
『
人
工
智
能
学
会

　
　

社
会
に
お
け
るA

I

研
究
会
研
究
資
料
』
、
二
〇
一
八
年
三
月
一
日
）
を
参
照
。

（
２
）T

.M
asad

a, A
.T

akasu

「L
D

A
-
b
ased

 sco
rin

g o
f seq

u
en

ces gen
erated

 b
y R

N
N

 fo
r au

to
m

atic T
an

ka co
m

p
o
sitio

n

」
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（
『In

tern
atio

n
al C

o
n
feren

ce o
n
 C

o
m

p
u
tatio

n
al S

cien
ce

』
三
九
五
頁
、
二
〇
一
八
年
六
月
）。　
　

（
３
）
中
辻
真
、
奥
井
颯
平
、
野
口
あ
や
子
、
加
古
陽
「
歌
人A

I

（
人
工
智
能
歌
人
）
の
歌
力
―
つ
い
に
歌
壇
デ
ビ
ュ
ー
か
！
筆
名
は
『
恋

　
　

 
す
るA

I

歌
人
！
』
」
（
『
短
歌
研
究
』
八
号
、
九
一
頁
、
二
〇
一
九
年
）
。

（
４
）T

akeish
i Y

, N
iu

 M
, L

u
o
 J, Jin

 Z
, Y

an
g X

 

「W
akaV

T
: a seq

u
en

tial variatio
n
al tran

sfo
rm

er m
o
d
el fo

r W
aka gen

eratio
n

」

       

（
『N

eu
ral P

ro
cessin

g L
etters

』
、
二
〇
二
一
年
）
（h

ttp
s:/

/
d
o
i.o

rg/
1
0
.1
0
0
7
/
s1
1
0
6
3
-
0
2
1
-
1
0
6
5
4
-
z

）
。

（
５
）
金
中
「
和
歌A

I
で
中
日
詩
歌
交
流
を
促
進
」
（
『
人
民
中
国
』
六
号
、
二
〇
二
二
年
六
月
）
。

（
６
）
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
方
法
に
関
し
て
は
、
注
（
４
）
を
参
照
。

（
７
）G

rzego
rz K

, D
an

iel M
, K

evin
 K

「C
o
gn

ates C
an

 Im
p
ro

ve S
tatistical T

ran
slatio

n
 M

o
d
els

」
（
『P

ro
ceed

in
gs o

f H
L
T

-

        N
A

A
C

L
 2
0
0
3
: H

u
m

an
 L

an
gu

age T
ech

n
o
lo

gy C
o
n
feren

ce o
f th

e N
o
rth

 A
m

erican
 C

h
ap

ter o
f th

e A
sso

ciatio
n
 fo

        r C
o
m

p
u
tatio

n
al L

in
gu

istics

』
四
六
頁
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）
。

（
８
）
下
記
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トW

eb

茶
ま
め
に
は
国
立
国
語
研
究
所
の
形
態
素
解
析
ツ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
お
り
、こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
解
析
ツ
ー

       

ル
を
用
い
て
和
歌
な
ど
の
古
文
を
単
語
分
け
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（h

ttp
s:/

/
ch

am
am

e.n
in

jal.ac.jp

）
。

（
９
）
本
論
文
に
お
い
て
、
モ
デ
ル
が
生
成
し
たA

I

和
歌
に
対
し
、
人
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
和
歌
を
「
人
間
和
歌
」
と
し
て
定
義
づ
け
す

        

る
。

（
10
）D

ice

係
数
は
研
究
者L

ee R
aym

o
n
d
 D

ice

に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
、
類
似
度
を
測
定
す
る
関
数
で
あ
る
。D

ice

係
数
の
簡
単
な
紹

　
　

介
に
つ
い
て
は
下
記
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
（h

ttp
s:/

/
m

ath
w
o
rd

s.n
et/

jaccard
keisu

）
。

（
11
）S

u
tto

n
 C

, M
cC

allu
m

 A

「A
n
 in

tro
d
u
ctio

n
 to

 co
n
d
itio

n
al ran

d
o
m

 field
s

」
（
『F

o
u
n
d
atio

n
s an

d
 T

ren
d
s in

 M
ach

in
e

　
　

L
earn

in
g

』
四
号
、
二
六
七
頁
、
二
〇
一
二
年
）
。
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AI 和歌の文学的特徴分析（武石・金）

（
12
）
類
似
指
標
を
用
い
た
和
歌
検
索
シ
ス
テ
ム
は
作
者
の
研
究
チ
ー
ム
が
構
築
し
た
人
間
和
歌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
和
歌
検
索
とD

ice

　
　

 

係
数
計
算
の
ソ
フ
ト
を
含
む
。

（
13
）
金
中
「
中
国
西
安
交
通
大
学
に
お
け
るA

I

和
歌
創
作
の
研
究
―
―
村
尾
誠
一
先
生
の
ご
指
導
と
関
連
し
て
」
（
『
樹
間
爽
風
』
創

　
　

 
刊
号　

六
ー
一
二
頁
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
）
。

（
14
）
馬
場
公
彦
「A

I

が
人
間
の
創
造
能
力
を
超
越
す
る
日
は
来
る
か
？
―
―
西
安
交
通
大
学
の
「
和
歌
」
自
動
生
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　
　

 (h
ttp

s:/
/
h
o
n
.jp

/
n
ew

s/1
.0

/
0
/
3
1
2
6
2
)

。A
I

和
歌
が
い
ず
れ
の
日
か
、
人
間
の
作
品
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、

　
　

 

馬
場
公
彦
氏
の
記
事
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

 

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
第
45
回
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
（
国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
、
令
和
四
年
五
月
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
原
稿
を

基
に
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。


